
農業委員 農地利用最適化推進委員

主な業務

1 �農地の権利移動の許可などの審議および現地
調査

2 �農地利用最適化推進委員と連携して行う担い
手への農地集積の推進および遊休農地の発生
防止・解消

3 農家からの相談に対する助言　など

1 �農業委員と連携して行う総会審議案件の現地
調査

2 �担い手への農地集積の推進および遊休農地の
発生防止・解消

3 農家からの相談に対する助言　など

担当区域 町全域 農業委員会が設定する5つの区域のいずれか

主な資格 農業に関する識見を有し、農業委員会の職務を
適切に行うことができる人

農地利用の最適化の推進に熱意と識見を有し、
担当する区域で積極的な活動ができる人

任　　期 令和2年7月20日～令和5年7月19日

募集人数 10人 5人（担当区域毎に1人）

報　　酬 年額155,000円（活動やその成果の実績により加算額を支給する場合があります）

応募方法
3月30日（月）から4月24日（金）午後5時までに、「推薦」または「自ら応募」のいずれかの方法
により、産業振興課窓口で申し込みまたは申込書（町ホームページで入手可）を産業振興課へ郵送
（〒470-0198(住所不要 )東郷町産業振興課農政係宛て）。4月24日（金）必着。
※応募者数が募集人数を超える場合は、選考の上決定します。

　現在の農業委員および農地利用最適化推進委員の任期満了により、新たな委員を募集します。
応募資格など詳しくは、産業振興課窓口または町ホームページでご確認ください。

農業委員および農地利用最適化推進委員を募集

◎問い合わせ　産業振興課　☎0561・56・0740

◎問い合わせ　人事秘書課　☎0561・56・0715

　町政モニター36人に、ごみ処理に関するアンケートを実施しました。主な質問とその回答 
結果をお知らせします。結果の詳細は、町ホームページをご覧ください。

実施期間　令和2年2月12日～26日　　回収率　83.33%（30/36人）
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燃えるごみ 特大袋
燃えるごみ 極小袋
金属類 特大袋
金属類 小袋
陶磁器・ガラス類 特大袋

そのほか（自由記入）
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陶磁器・ガラス類 小袋 13
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・今の大袋の2倍・敷布団1枚がたたんで入るくらいのサイズ
・最低でも45l・大袋の1.5倍・50l

・20l・10l・手に少し持てるぐらい・現在の半分のサイズ
・スーパーのレジ袋サイズ・30リットル・燃えるゴミの小くらい

・20l・手に少し持てるくらい・現在の半分のサイズ・燃えるごみ小袋の半分
くらいのサイズ・スーパーのレジ袋サイズ・30l・燃えるごみ小袋くらい・10l

・小の半分くらい
・現状の2倍くらいのサイズでマチ付、現状の半分の幅で2倍の長さ

・燃えるごみの中サイズ・種類よりも、ちゃんと分別いただくための方策が優先課題に思う。・特になし
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ごみ処理に関するアンケート町政モニター
第2回アンケート結果

陶磁器・ガラスのごみ袋を出す頻度はどれくらいですか。【選択】

ごみ袋に新しく追加するとしたら、どのような種類のものがあれば利用しますか。また、その大きさはどれくらいですか。【複数選択可】（抜粋）

金属のごみ袋を出す頻度はどれくらいですか。【選択】

【参考】指定ごみ袋 ◦燃えるごみ 大（35L）、小（20L）◦金属類 大（35L）◦陶磁器・ガラス類 大（35L）

10広 報   2020年4 月号広報とうごうに掲載のイベント等について、新型コロナウィルスの影響で 中止等になることがあります。詳しくは、問い合わせ先へご連絡ください。


